














2010 ～ 2011 年は、近代日本にとって重い思索と反省を催させる年である。
日本による朝鮮の植民地支配（1910 年 8 月）から 100 年目に当たる。1940 年
9 月の日本軍の北部仏印（フランス領インドシナ）進駐開始の 70 年目に当た
る（1941 年 7 月には南部仏印進駐）。昨日 12 月 8 日は、日本軍が真珠湾を奇襲し、
マレー半島に上陸する、1941 年 12 月に始まる太平洋戦争開始の 70 年目に当
たる。その一方、中国では清朝が倒され、中華民国を成立させる孫文、蔡元培







































民地拡大に血眼になっていた時期で、この年の 9 月 1 日、フランスはベトナム・
ダナンに上陸・占領し、1862 年 6 月 5 日、フランス・ベトナム条約（第 1 次サ









　 　1860 年 2 月‐11 月 9 日：アメリカ合衆国。（宮永孝『万延元年の遣米使
節団』講談学術文庫、2005 年）
c-3文久遣欧使節（第 1次遣欧使節）




　 　岩倉使節団とは、明治維新期の 1871 年 12 月 23 日（明治 4 年 11 月 12 日）











































































toire de la civilisation en Europe （1828）などに依拠して、「文明」を野蛮・未開・
文明の発達段階論でとらえた史観を示し、日本は西洋文明を目的にすべきだと
主張した。
19 世紀末～ 20 世紀初頭における日本とベトナムとの『文明開化』の比較研究　15
Hosei University Repository
この主張の延長線上で、彼は『脱亜論』を発表している。新聞『時事新報』

























全国に 8 つの大学校、256 の中学校、53,760 の小学校を置くという計画であっ





学校 Franco-vietnamese schlools があり、4,000 人以上の生徒が学んでいた
（1869 年）。1887 年には、トンキンにはわずか 42 校のフランス人－ベトナム人
用学校で、このうちたった 13 校がフランス人－ベトナム人用小学校で、そこ
に 4 校の女学校を含んでいた。残りの 29 校は、若者を事務員や通訳と言った
植民地の官僚養成を目的としていた。（J. D. London, Education in Vietnam, 






























ス革命期にコンドルセ（Nicolas de Caritat, marquis de Condorcet 1743 年－
1794 年）は、「黒人友の会」のメンバーとして活躍し、シュワルツ（Schwalz：
ドイツ語で「黒・黒人」の意）のペンネームで執筆した『黒人奴隷制度論』
Réﬂexions sur l＇esclavage des nègres （1781）は、「奴隷制度は真の犯罪」で
あると論じ、立法議会における奴隷制の廃止制定に大きな役割を果たした。
だが、1848 年の 2 月革命によって成立した第 2 共和政はナポレオン 3 世の
クーデタによって覆され、第 2 帝政に移行する。この期に、フランスの外交
官・政治家のゴビノー（Arthur Comte de Gobineau 1816 年－1882 年）は、
自然状態のもとでは人間は平等であるが、社会状態で人間は不平等となると論
じたルソーの『人間不平等起源論』（Discours sur l'origine et les fondements 
de l'inégalité parmi les homes. 1755 年）やさきのコンドルセの人種における
平等の主張に反駁する書『人間不平等起原論』Essai sur l'inégalité des races 
humaines（1853 年 - 1855 年）を著わした。その中で彼は、「我々人類のなか
の二つの劣った種類である黒色人種と黄色人種は［瓶の］汚れた底、すなわち、
［黄色くなった］綿、［（黒い）縮れ毛の］羊毛である。」（Les deux variétés 
inférieures de notre espèce, la race noire, la race jaune, sont le fond gros-










初代首相（1962 年着任）のウィリアムズ（Eric Eustace Williams, 1911 年－
1981 年）は歴史学者としても知られる。彼は 1964 年に『イギリスの歴史家た























子供を手許に置いて養育し ････、この子供たちは、10 歳か 12 歳頃から神父に
仕え、漢字と初歩のラテン語を学び始める。16 歳から 18 歳頃に進路選択が行
われる。能力と品行に応じ、神学校に入学するもの、伝道師養成学校に進学す
るもの、また神父の下で奉仕を続ける者に選別される。」（1）
















だが、彼は、1879 年 2 月から 1880 年 9 月まで教育大臣を務め、また、1880
年 9 月に首相となり、その職を 1881 年 11 月までを務め、その間、①初等教
育の無償化（1881 年 6 月）を法制化し、短命であったフレシネ（Charles de 
Freycinet, 1828-1923）第 2 内閣の下で 1882 年 1 月から同年 7 月まで再び教育
大臣を務め、②教育の世俗化（ライシテ（laïcité）＝政教分離）と③義務教育





ランス植民地とし、1883 年 6 月チュニジアを保護国化した。また、マダガス
カルやコンゴ、ベトナムにも勢力拡大を図った。2 度目の首相在任期、フラン
スのベトナム侵攻に際して、1884 年 8 月、中国と衝突し清仏戦争を勃発させ、
議会の強い反対、国民の不興にあい、フェリーは 1885 年 3 月 30 日に失脚を余
儀なくされた（この戦争の結果は、1885 年 6 月中国との天津条約の締結によっ
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て、ベトナムに対する宗主権を獲得することとなる）。1887 年 10 月仏領イン
ドシナ連邦が成立する。ベトナムの植民地化に「心を砕いた」フェリーは、彼
の植民地拡大政策に反対する人々から奇妙なあだ名を付された。「トンキン人
フェリー」Ferry le Tonkinois である。





つの次元の見解、すなわち、①経済上の見解 des idées économiques、②文明
［開化］上の見解 des idées de civilisation、③政治的・愛国心的次元の見解 
des idées d＇ordre politique et patriotique という見解を結びつけることができ
る。私が取り組むべきは、この第 2 の見解である。…すなわち、問題となっ
ている人道的・文明［開化］的側面 le côté humanitaire et civilisateur de la 
question である。┉┉┉諸君、より大声で本当の真実を語るべきである！　
確かに優等人種は劣等人種に対して一つの権利をもっている les races supé-
rieures ont un droit vis-à-vis des races inférieures. と、率直に言うべきでる。
┉┉┉私は繰り返して言う。優等人種には彼ら［劣等人種］に対して義務があ
るのだから、権利もある。優等人種は、劣等人種を文明化するという義務 le 
devoir de civiliser les races inférieures である。┉┉┉従って、私は、ヨーロッ
パ諸国民が、寛大さと、崇高さと、礼節さをもって、文明開化というこの高等
な義務を履行することを、支持するものである。je soutiens que les nations 
européennes s＇acquittent avec largeur, grandeur et honnêteté de ce devoir 











授として 1866 年にボルドー大学に赴任し、1869 年にソルボンヌ大学に転勤す
る。1881 年 11 月から 1882 月 1 月末まで教育大臣フェリーの後任を務めている。
1882 年に科学アカデミー会員となる。このように輝かしい経歴を持つベール
だが、「科学者」として人種差別的な教科書を数多くの編集している。そして、
1886 年 1 月、フレシネ内閣 Gouvernement Freycinet が発足すると、アンナン・
トンキン保護領の理事長官 Résident Général に任命され、1886 年４月にハノ




務を私に委ねたのである」喜んだという（ S. Kotovtchikhine, Paul Bert et l’
instruction publique, Eds. Universitaires de Dijon, 2000, p. 102.）。ベールは
また「フランスは、〔植民地に〕《我が栄光ある国とその文明普及［文明開化］












（引用は Carole Reynaud Paligot, La République raciale - Paradigme racial 






育法制定の後の事業は大いなる植民地の役割である』」（Tranh Van Thao, 
















ちゃんこの鼻をしている。彼らは中国人よりずっと賢くない bien moins 
intelligents し、当然、白人より賢くない。……白人は他の人種よりも賢く、
勤勉で、勇気があるから、世界の至る所 le monde entier に侵略した。そ
して、劣等な人種すべてを滅ぼし、あるいは、征服しようとしている。」（La 
deuxième année d＇enseignement scientiﬁque, éd. Armand Colin, 1887, 




らで、こわばった黒い髪の毛で、斜めの目 les yeux obliques、出っ歯 les 
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dents saillantes をしている。」
③ 「さほど賢明でない peu intelligents 黒人は、ときには、町を作るほど
の数の小屋 huttes を建てることもあるが、［基本的には小さな］小屋し
か建てなかった。産業 d＇industries はなく、彼らは、まったく素朴な au 
maximum de simplicité土地の耕作 la culture de la terreにたずさわった。
…… 当然だが、黒人の上に、黄色い肌をした人間を育成している Bien 





れは白人種である。」（Premières notions de zoologie, classe de huitième, 








哲学者のフイエ（Alfred Jules Émile Fouillée, 1838－1912）と再婚した。夫








ブリュノ著『二人の子どものフランス一周‐義務と祖国』（G. Bruno, Le 
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Tour de la France par deux enfants – Devoire et Patrie）と題する小学校高
学年の読本の教科書が第三共和政期 1877 年に出版された。普仏戦争（プロイ





衝撃であった。作家ドーデー（Alphonse Daudet, 1840 年 –1897 年）も、同様
なショックをうけ、その思いを、1873 年に出版したドーデーの『月曜物語』 
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独立運動に捧げた。1907 年 3 月、ハノイに東京義塾ト（ド）ンキンギアトゥッ








































人間愛と正義の理想とは正反対の行動を取って来た。Leurs actes vont direc-
tement à l'encontre des idéaux d'humanité et de justice.
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桟橋まで 1.5 km – ここで夏は泳ぐ。
学校歴：
　1949 年 4 月－1955 年 3 月　横浜市立戸部小学校
　1955 年 4 月－1957 年 3 月　 日本大学横浜学園中学（日吉）2 年間在学後、
祖父の交通事故のため退学。
　1957 年 4 月－1958 年 3 月　横浜市立戸老松中学校
　1958 年 4 月－1961 年 3 月　 神奈川県立横浜平沼高等学校（戦前は高等女学校。
戦後共学になり、自治会の最初の運動は、男子
トイレを作ること）
　1961 年 4 月－1965 年 3 月　東京教育大学教育学部（混声合唱団にのめ部長）
　1965 年 4 月－1967 年 3 月　 東京教育大学修士課程（教育学修士）以後、フ
ランスにのめり込む。
　1967 年 3 月－1973 年 3 月　 東京教育大学博士課程（単位取得満期退学）
　職　歴
　1973 年 4 月　法政大学専任講師（文学部教育学科）
　1975 年 4 月　法政大学助教授
　1981 年 2 月－82 年 4 月　 法政大学在外研究員（ボルドー第 2 大学・DEA 学
位取得）
　1983 年 4 月　法政大学教授
　1983 年 4 月－86 年 3 月　埼玉大学教育学部非常勤講師（西洋教育史）
　1983 年 4 月－85 年 7 月　東洋大学文学部非常勤講師（比較教育学・前期）
　1986 年 4 月－99 年 3 月　立教大学修士課程非常勤講師（外国教育史特殊研究）
　1988 年 7 月　大阪大学人間科学部非常勤講師（西洋教育史・集中講義）
　1989 年 10 月　東北大学教育学部非常勤講師（西洋教育史・集中講義）
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　1990 年 4 月　東京大学教育学部非常勤講師（比較教育学）（前期）
　1992 年 3 月　法政大学在外研究員（ボルドー第 2 大学　93 年 4 月まで）
　1994 年 7 月　高知大学教育学部非常勤講師（西洋教育史・集中講義）
　2003 年 7 月　富山大学教育学部非常勤講師（西洋教育史・集中講義）
　2006 年 4 月　 法政大学キャリアデザイン学部教授（学部再編による。現在
に至る）
参加学会・研究会および社会における活動等
　1965 年 10 月～現在　 教育史学会会員（理事 89 年 10 月～現在。この間、紀
要編集委員、副編集委員長：01 年 10 月～ 03 年 10 月）
　1967 年 4 月～現在　日本教育学会会員（紀要編集委員も務めた）
　1970 年～現在　　　 日本生活教育連盟会員（78 年頃～機関誌『生活教育』
編集委員、95 年～現在・マンネリ副編集長）
　1970 年～ 95 年頃まで　教育運動史研究会会員
　1974 年 6 月～現在　　 日本比較教育学会会員
　1975 年～ 2005 年 12 月  近代幼児教育史研究会会員（05 年 12 月近代幼児教
育史学会が学会組織となる。理事。）
　1975 年～ 00 年頃まで  現代教育史研究会会員
　1980 年～現在　　　　日本教育法学会
　1982 年～現在　　　　日本フレネ教育研究会会員（同年より事務局）
　1983 年 4 月～現在　　日仏教育学会会員（理事 88 年 10 月～ 90 年 9 月）
　1983 年 10 月～現在　  日本フランス教育学会会員（理事：89 年 4 月～ 03 年
4 月、会長：03 年 4 月～ 07 年 4 月）（この間、理事と
して紀要編集委員および編集委員長を兼務）
　1990 年 10 月～現在　  日本教師教育学会会員（理事 97 年 4 月～ 11 年 10 月、
この間、紀要編集委員・編集長）
　1996 年 5 月～ 98 年 5 月　全国私立大学教職課程研究連絡協議会事務局次長
　1998 年 5 月～ 00 年 5 月　全国私立大学教職課程研究連絡協議会事務局長
　2000 年 5 月～ 02 年 5 月　全国私立大学教職課程研究連絡協議会事務局次長
　1998 年 5 月　 　　　　 　全国私立大学教職課程研究連絡協議会
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　　　　　　　　　　　　 第 19 回総会・研究大会実行委員長（於：法政大学）
　1996 年 9 月  フランス教育学会第 14 回研究大会実行委員長（於：
法政大学）
　1998 年～現在 日本植民地教育史研究会会員
　2004 年 3 月 27 日  日本植民地教育史研究会第 7 回研究大会会場校（於：
法政大学）
　2004 年 10 月 教育史学会第 48 回大会実行委員長（於：法政大学）
　2005 年 12 月～現在  近代幼児教育史学会 ( 近代幼児教育史研究会が学会組
織になる。理事兼紀要編集委員会 05 年～ 11 年 11 月、）
　2006 年 9 月  フランス教育学会第 24 回研究大会実行委員長（於：
法政大学）
　2008 年 3 月 日本教師教育学会主催第一回東アジア教師教育研究
　　　　　　　　　　　国際シンポジウム会場校・準備委員
　2008 年 8 月 日本生活教育連盟夏季研究集会会場校








主義国民教育論』( 翻訳・解説 )　La 
Chalotais, Essai d’éducation nationale, ou 




1973 年 5 月
2. 白井慎・花香実・古沢常雄『教育原理』 法政大学通信教育部　316 頁 1976 年 9 月
3.  岩本俊郎・奥平康照・福田誠治・古
沢常雄『近代西洋教育史』
国土社、　310 頁 1984 年 12 月
4.  古沢常雄・小林亜子・フェリエール
『活動学校』( 研究的解説論文・翻訳 )










































紀要 ) 講談社　No. 12 別冊 47-54
頁
1967 年 10 月
2. 西洋教育史の研究動向 『日本の教育史学』（教育史学会
紀要）講談社 No. 20, 156-162 頁
1977 年 10 月
3. フランスの教育史研究の状況 『フランス教育学会紀要』No. 5, 
79-89 頁
1993 年 9 月






紀要 ) 講談社、No. 12　 101-125
頁
1967 年 10 月
2. ラ・シャロッテの教育思想 『東京教育大学教育学研究収録』
No. 9, 31-40 頁





1972 年 3 月
4. 先進資本主義国の大学問題－フランス 『大学史Ⅱ』（梅根悟編『世界教
育史大系 27』）講談社　75-110 頁
1974 年 12 月
5. ディドロの教育思想：研究ノート -1 『法政大学文学部紀要』No. 21,
111-132 頁






1976 年 6 月












1977 年 2 月
7. フランス近代史の中の子どもたち 教育運動史研究会編『教育運動
史研究』No. 11, 97-110 頁







104-143 頁、全 188 ＋ 143 頁




















紀要 )　No. 31, 168-176 頁









No. 21, 84-91 頁









2006 年 9 月
(c) フランス植民地教育史研究
1.  フランス第三共和政の植民地政策研究




1995 年 3 月
2.  フランス第三共和政の植民地政策研究








紀要 ) No. 41, 241-248 頁












2005 年 5 月
6.  インドシナにおけるフランス植民地支
配のための教育政策－アルベール・サ




紀要』第 6 号、259-294 頁














1974 年 6 月












『保育の思想 ( 世界編 )』(『保育・
幼児教育体系』第 8 分冊 ) 労働
旬報社　123-152 頁
1987 年 11 月
4. ENFANT( 子ども ) の類語について 近代幼児教育史研究会『近代幼
児教育史』No. 8, 184-190 頁
1994 年 3 月
5. フランスの幼児保育者養成史 岩崎次男編『近代幼児保育制度
の発展と幼児保育者養成』玉川
大学出版部、98-122 頁全 451 頁






No. 30, 127-137 頁
1976 年 10 月
2. フランスの落第問題 -- その実態と性質 国民教育研究所編『国民教育』
No. 34, , 59-72 頁
1978 年 2 月
3. フランスの教育改革 . 国民教育研究所編『国民教育』 
No. 39, 105-122 頁










『日本比較教育学会紀要』 No. 6, 
19-23 頁
1980 年 3 月
6. 「いじめ」と子どもの権利 日本科学者会議編『日本の科学
者』Vol. 30, No. 5, 41-44 頁
1982 年 10 月
7. フランスの教科書事情 国民教育研究所編『国民教育』
No. 54, 123-142 頁
1982 年 10 月
8. 職場の民主主義と学校行事 日本生活教育連盟編『生活教育』
3 月号、18-25 頁
1984 年 3 月
9. フランスの学校と道徳教育 国民教育研究所編『国民教育』
No.61、50-58 頁



















1991 年 2 月
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